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C O N T E N T S
　■災害に備えて

　■町県民税・所得税申告の受付

　■第５期介護保険事業計画・老人福祉計画の策定について

　■お知らせ information ／町長だより

　■まちのわだい

　■健康だより

　■社協だより ふくししらはま

　■中央公民館だより／日置川拠点公民館だより

　■じどうかんへ行こう／図書館だより

　■わがやのスター／しらはま俳壇コーナー

 ご存知ですか？初期避難場所
 ～瀬戸１丁目町内会　初期避難場所確認ウォーク～



広報しらはま２月号　�

白浜町台風１２号災害復旧寄附金について
　９月８日から受付を開始し、多くの皆さまにご支援をいただきました寄附金につきましては、１月１５
日現在、総額１，８９６，５７１円となりました。
　頂戴しました寄附金は、町が行う災害復旧対策の財源として活用させていただきます。皆さまからのご
厚情に心から感謝申し上げます。
　なお、寄附金は引き続き受け付けていますので、これからも温かいご支援をよろしくお願いします。

問役場総務課まちづくり推進係　☎４３－６５９８　

　

昨
年
の
台
風
12
号
で
は
、
町
内
の
床
上
浸
水
件
数
の
約
半

数
が
庄
川
地
区
と
い
う
、
歴
史
的
に
も
未
曾
有
の
被
害
を
受

け
、
今
な
お
被
災
者
は
、
早
く
日
常
生
活
に
戻
れ
る
よ
う
努

力
を
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
の
末
に
は
、
地
域
の
会
議
で
出
た
意
見
を
要
望
書
に

ま
と
め
、
水
本
町
長
に
提
出
い
た
し
ま
し
た
。

　

そ
の
一
環
と
し
て
、
今
般
、
町
職
員
と
区
民
が
一
体
と
な

り
、
排
水
路
の
点
検
や
河
川
の
木
竹
等
の
伐
採
を
行
い
ま
し

た
。

　

今
後
も
、
あ
の
よ
う
な
悲
惨
な
状
態
を
二
度
と
繰
り
返
さ

な
い
た
め
に
も
、
早
急
に
町
、
県
当
局
の
協
力
を
得
て
、
町

づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
く
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

庄
川
区
長　

坂
本　

弘
志

　

昨
年
９
月
の
台
風
12
号
に
よ
り
、
過
去
に
例

の
な
い
大
き
な
被
害
が
出
た
庄
川
地
区
で
は
、

１
月
８
日
に
、
住
民
の
方
々
に
よ
る
清
掃
活
動

を
行
い
ま
し
た
。

　

同
じ
水
害
が
二
度
と
起
き
な
い
よ
う
に
す

る
た
め
に
実
施
さ
れ
た
こ
の
活
動
に
は
、
約

２
５
０
人
の
住
民
の
皆
さ
ん
が
参
加
さ
れ
ま
し

た
。

　
「
自
分
の
身
は
自
分
で
守
る
」
と
い
う
、
区

の
皆
さ
ん
の
共
通
の
認
識
の
も
と
、
協
力
し

合
っ
て
清
掃
は
進
め
ら
れ
、
富
田
川
支
流
の
庄

川
の
清
掃
、
木
竹
の
伐
採
、
排
水
路
の
点
検
な

ど
を
行
い
ま
し
た
。

　

災
害
に
備
え
て



�　広報しらはま２月号

　

２
月
24
日
の
午
前
９
時

か
ら
、
中
区
自
主
防
災
会
・

栄
区
防
災
会
に
よ
る
防
災

訓
練
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

訓
練
に
は
、
陸
上
自
衛

隊
な
ら
び
に
和
歌
山
県
防

災
航
空
隊
が
参
加
す
る
こ

と
と
な
っ
て
お
り
、
訓
練

日
の
前
後
に
か
け
て
、
自

衛
隊
の
車
両
が
町
内
を
通

行
し
ま
す
。
ま
た
、
訓
練

の
当
日
は
、
県
防
災
航
空

隊
の
防
災
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー

が
町
内
を
飛
行
し
ま
す
。

　

皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

 
「安心・安全メール」サービスにご登録を！

詳細は、白浜町公式ホームペー

ジ（http://www.town.shirahama.

wakayama.jp）をご覧ください。

←バーコード対応機種簡単アクセス！

問役場総務課防災対策室　☎４３－５５５５

防災情報案内サービス
防災行政無線の情報を聞き漏らしたときなどに電

話で白浜町の防災情報を入手できます。（固定電

話、携帯電話、公衆電話から通話料のみで利用可）

☎０１８０ー９９７ー５５５

防
災
訓
練
の
実
施
に

　
　

と
も
な
う
お
知
ら
せ

保呂区自主防災会避難訓練
（平成２３年１２月１１日）

　水害を想定した避難訓練として、保呂区自主防
災会が実施しました。
　当日は、まず避難訓練準備打ち合わせの後、訓
練開始放送を流し、避難を開始しました。
　避難場所である保呂集会所において、避難者の
確認および未避難者への対応が行われました。
　その後、炊き出しや消火訓練が行われ、会長の
挨拶により終了しました。

瀬戸１丁目町内会
初期避難場所確認ウォーク

（平成２３年１２月４日）

　地区内にある３カ所の避難場所を住民の方々に
知ってもらうことを目的に、町内会が実施しまし
た。
　これらの避難場所は、住民の方々も協力して整
備作業に加わって完成したものです。
　当日は、約４０人が参加し、それぞれが避難所
をしっかりと確かめながら歩きました。

【助け合いながら】

【避難所を歩いて確認】

【避難者として集まった住民の皆さん】

【消火訓練】
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▼
町
県
民
税
の
申
告

　

申
告
が
必
要
な
方
（
所
得
税
の

確
定
申
告
を
さ
れ
る
方
は
除
く
）

は
、
平
成
24
年
１
月
１
日
現
在
、

白
浜
町
に
住
民
登
録
の
あ
る
方
ま

た
は
白
浜
町
に
居
住
し
て
い
る
方

で
、
次
に
該
当
す
る
方
で
す
。

①
前
年
中
に
事
業
等
（
商
業
、
工

　

業
、
農
業
、
漁
業
）、
不
動
産
、

　

配
当
等
の
所
得
の
あ
る
方

②
前
年
中
の
所
得
が
給
与
所
得
の

　

み
で
、
す
で
に
年
末
調
整
を
済

　

ま
さ
れ
て
い
る
方
は
申
告
は
不

　

要
で
す
が
、
次
の
よ
う
な
場
合

　

は
申
告
が
必
要
で
す
。

・
勤
務
先
か
ら
給
与
支
払
報
告
書

　

を
提
出
さ
れ
て
い
な
い
方

・
給
与
所
得
の
ほ
か
に
営
業
、
農

　

業
、
不
動
産
な
ど
の
所
得
が
あ

　

る
方

・
日
雇
、
家
事
手
伝
い
な
ど
の
方

③
国
民
健
康
保
険
、
介
護
保
険
、

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入

　

さ
れ
て
い
る
方
は
所
得
の
有
無

　

を
問
わ
ず
、
申
告
書
を
提
出
し

　

て
く
だ
さ
い
。
申
告
さ
れ
な
い

　

場
合
、
税
額
の
決
定
等
、
事
務

　

処
理
上
不
都
合
が
生
じ
、
ご
迷

　

惑
を
お
か
け
す
る
こ
と
が
あ
り

　

ま
す
。

★
町
県
民
税
の
申
告
書
は
、
前
年

　

に
町
県
民
税
の
申
告
書
を
提
出

　

さ
れ
た
方
お
よ
び
平
成
23
年
中

　

に
白
浜
町
に
転
入
さ
れ
た
方
に

　

送
付
し
て
い
ま
す
が
、
未
着
や

　

申
告
が
新
た
に
必
要
な
場
合
は

　

役
場
税
務
課
ま
た
は
申
告
受
付

　

場
所
で
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

▼
所
得
税
の
確
定
申
告

　

確
定
申
告
が
必
要
な
方
は
、
そ

の
年
分
の
所
得
金
額
の
合
計
額
が

所
得
控
除
額
を
超
え
る
場
合
で
、

そ
の
超
え
る
額
に
対
す
る
税
額
が

配
当
控
除
額
お
よ
び
年
末
調
整
の

住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
額
の
合

計
額
を
超
え
る
方
で
す
。

①
事
業
所
得
や
不
動
産
所
得
、
雑

　

所
得
お
よ
び
一
時
所
得
な
ど
が

　

あ
る
方

②
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
方
で
、

・
給
与
の
年
収
が
２
千
万
円
を
超

　

え
る
場
合

・
給
与
所
得
や
退
職
所
得
以
外
の

　

所
得
金
額
（
収
入
金
額
か
ら
必

　

要
経
費
を
差
し
引
い
た
後
の
金

　

額
）
の
合
計
が
20
万
円
を
超
え

　

る
場
合

・
給
与
を
２
カ
所
以
上
か
ら
受
け

　

て
い
る
場
合

③
不
動
産
や
株
式
の
譲
渡
所
得
の

　

あ
る
方

▼
還
付
申
告
は
？

　

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
方
は
次
の
よ

う
な
場
合
、
確
定
申
告
を
す
れ
ば

源
泉
徴
収
さ
れ
た
所
得
税
が
還
付

さ
れ
ま
す
。

①
多
額
の
医
療
費
を
支
払
っ
た
場

　

合
（
平
成
23
年
中
に
支
払
っ
た

　

医
療
費
が
10
万
円
か
、
所
得
の

　

５
％
の
い
ず
れ
か
少
な
い
方
の

　

金
額
を
超
え
る
場
合
）

※
源
泉
徴
収
票
、
医
療
費
の
領
収

　

書
が
必
要
（
コ
ピ
ー
不
可
）

②
マ
イ
ホ
ー
ム
を
ロ
ー
ン
で
取
得

　

し
た
場
合
（
一
定
の
要
件
に
該

　

当
す
れ
ば
居
住
し
た
年
か
ら
住

　

宅
借
入
金
等
特
別
控
除
を
受
け

　

ら
れ
ま
す
。
１
年
目
に
確
定
申

　

告
を
す
る
と
２
年
目
以
降
は
年

　

末
調
整
で
控
除
を
受
け
ら
れ
ま

　

す
）

③
年
の
中
途
で
退
職
し
、
再
就
職

　

し
て
い
な
い
場
合
（
結
婚
等
で

　

住
所
、
氏
名
に
変
更
の
あ
る
と

　

き
は
、
源
泉
徴
収
票
の
ほ
か
に

　

住
民
票
な
ど
が
必
要
で
す
）

④
災
害
や
盗
難
に
あ
っ
た
場
合

★
還
付
申
告
は
、
２
月
16
日
以
前

　

で
も
受
付
を
し
て
い
ま
す
の
で

　

早
く
提
出
し
ま
し
ょ
う
。

　

詳
し
く
は
、
田
辺
税
務
署
（
☎

２
２
ー
１
２
５
０
）
ま
で
。

■
役
場
で
の
確
定
申
告
の
受
付
に

　

つ
い
て
は
原
則
、
給
与
所
得
者

　

お
よ
び
年
金
受
給
者
の
方
が
対

　

象
と
な
り
ま
す
。
事
業
所
得
の

　

方
で
決
算
書
（
収
支
計
算
）
の

　

作
成
に
あ
た
っ
て
相
談
が
必
要

　

な
方
は
、
左
記
の
地
区
相
談
日

　

を
ご
利
用
い
た
だ
く
か
、
税
務

　

署
も
し
く
は
資
格
の
あ
る
税
理

　

士
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
役
場
へ
確
定
申
告
書
を
提
出
さ

　

れ
る
方
で
、
申
告
書
の
控
え
に

　

税
務
署
の
受
付
印
が
必
要
な
方

　

は
、
切
手
を
貼
っ
た
返
信
用
封

　

筒
を
申
告
書
と
併
せ
て
提
出
し

　

て
く
だ
さ
い
。（
役
場
か
ら
税

　

務
署
へ
申
告
書
の
引
渡
し
を
行

　

っ
た
の
ち
に
税
務
署
か
ら
直
接

　

郵
送
さ
れ
ま
す
。）

■
２
月
16
日
（
木
）
～
３
月
15
日

　

（
木
）
の
期
間
は
、
役
場
税
務

　

課
お
よ
び
日
置
川
事
務
所
住
民

　

窓
口
係
で
も
受
け
付
け
て
い
ま

　

す
が
、
期
限
後
は
田
辺
税
務
署

　

へ
直
接
提
出
い
た
だ
く
こ
と
と

　

な
り
ま
す
の
で
、期
限
内
提
出
・

　

申
告
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

■
所
得
税
、
消
費
税
お
よ
び
地
方

　

消
費
税
等
の
申
告
書
を
役
場
税

　

務
課
お
よ
び
日
置
川
事
務
所
住

　

民
窓
口
係
の
窓
口
に
備
え
つ
け

　

て
い
ま
す
。

　

申
告
期
限
間
近
に
な
る
と
税
務
署
、
役
場
税
務
課
お
よ
び
日
置
川
事

務
所
は
大
変
混
雑
し
ま
す
の
で
、
申
告
は
お
早
め
に
お
願
い
し
ま
す
。

 

町
県
民
税
・
所
得
税
申
告
の
受
付
は

　
　
　
　

  

２
月
16
日
～
３
月
15
日
で
す  

―
 

町
県
民
税
の
申
告
、
確
定
申
告
は
正
し
く
・
お
早
め
に ―

▼
前
納
報
奨
金
制
度
の
廃
止

　

平
成
24
年
度
か
ら
固
定
資
産

税
・
都
市
計
画
税
の
前
納
報
奨
金

制
度
が
廃
止
さ
れ
ま
す
。

　

口
座
振
替
に
よ
り
１
年
分
、
一

括
納
付
さ
れ
て
い
る
方
で
期
別
納

付
に
変
更
を
ご
希
望
の
方
は
、
２

月
末
日
ま
で
に
届
出
金
融
機
関
に

お
い
て
口
座
振
替
依
頼
書
に
よ
り

変
更
手
続
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
役
場
税
務
課
収
税

係
（
☎
４
３
ー
３
６
８
５
）
ま
で
。
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月 日 曜 時　　　間 場　　　所

2

23 木
9：30 ～ 11：30 見草集会所

13：00 ～ 15：00 椿区民会館

24 金
9：30 ～ 11：30 紀伊富田みのり館

13：30 ～ 15：30 芝生会館

27 月
9：30 ～ 11：30 羽衣会館

13：00 ～ 15：00 松の湯（２Ｆ）

3

1 木
9：30 ～ 11：30 中老人憩いの家

13：00 ～ 15：00 才野会館

2 金
9：30 ～ 11：30 堅田西町内会館

13：00 ～ 15：00 町立児童館（２Ｆ小会議室）

5 月
9：30 ～ 11：30 庄川会館

13：00 ～ 15：00 保呂集会所

6 火
9：30 ～ 11：30 湯崎老人憩いの家

13：00 ～ 15：00 細野会館

7 水
9：30 ～ 12：00

美之浦保健センター
13：00 ～ 15：00

月 日 曜 時　　　間 場　　　所

2

20 月
10：00 ～ 12：00

川添山村活性化支援センター
13：00 ～ 16：00
14：00 ～ 15：30 上露区民会館

21 火
10：00 ～ 12：00

滝区民会館
矢田区民会館

13：30 ～ 16：00
玉伝区民会館
大古区民会館

22 水
10：00 ～ 12：00

城青年会館
久木区民会館

13：30 ～ 15：30 小川集会所
13：30 ～ 16：00 高齢者活動促進施設『みまい荘』

28 火
10：00 ～ 12：00

口ヶ谷区民会館
志原区民会館

13：30 ～ 16：00
田野井会館（１Ｆ）

市江区民会館

29 水
10：00 ～ 12：00

住民交流センター
13：00 ～ 16：00

3

5 月
10：00 ～ 12：00 伊古木青年会館
13：00 ～ 15：00 塩野区民会館

8 木
10：00 ～ 12：00

日置川拠点公民館（第４研修室）
13：00 ～ 16：00

9 金
10：00 ～ 12：00
13：00 ～ 16：00

【白浜地域】

【日置川地域】町県民税申告出張受付日程表
※一部、例年と時間・場所を変更していますのでご注意ください。

田辺税務署・役場税務課・日置川事務所での
申告受付は、平日のみ行っています。

◈◈◈田辺税務署からのお知らせ◈◈◈
　

田
辺
税
務
署
で
は
、
次
の
と
お
り
確
定
申
告
の
受
付
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　

確
定
申
告
期
間
中
は
、
税
務
署
が
大
変
混
雑
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
申

告
書
を
提
出
さ
れ
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　

確
定
申
告
期
の
前
に
、
公
的
年
金
を

受
給
さ
れ
て
い
る
方
を
対
象
と
し
た
確

定
申
告
の
受
付
を
行
い
ま
す
。

※
い
ず
れ
の
会
場
も
受
付
時
間
は
、
午

前
９
時
30
分
か
ら
午
後
４
時
ま
で
。

※
筆
記
用
具
、
印
鑑
、
源
泉
徴
収
票
な

ど
の
必
要
書
類
を
必
ず
お
持
ち
く
だ
さ

い
。

※
税
金
が
還
付
さ
れ
る
場
合
の
受
け
取

り
は
、
預
貯
金
口
座
へ
の
振
り
込
み
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
振
り
込
み
に
つ
い
て
は
、
金

融
機
関
名
、
預
金
種
別
、
口
座
番
号
が

必
要
で
す
。

●
税
理
士
に
よ
る
地
区
相
談
会
の

ご
案
内

　

田
辺
納
税
協
会
と
の
共
催
に
よ
り
、

税
理
士
に
よ
る
確
定
申
告
の
相
談
会
を

行
い
ま
す
。

※
い
ず
れ
の
会
場
も
受
付
時
間
は
、
午

前
９
時
30
分
か
ら
午
後
４
時
ま
で
。（
午

後
０
時
～
１
時
を
除
く
）

※
申
告
書
等
は
ご
自
分
で
作
成
し
て
い

た
だ
き
ま
す
の
で
、
筆
記
用
具
、
電
卓
、

メ
ガ
ネ
等
を
必
ず
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

日　　程 申告会場
２月 １７日 （金） 白浜町中央公民館
２月 ２０日 （月） 中辺路コミュニティセンター
２月 ２１日 （火） 田辺市本宮行政局

　　・ ２９日 （水）
２月 ２２日 （水） 県立情報交流センター

ビッグ・ユー　  ～ ２３日 （木）
２月 ２４日 （金） 田辺市龍神行政局
２月 ２８日 （火） 大塔総合文化会館
２月 １６日 （木） 田辺納税協会

※土・日曜日は除く～  ３月  ２日（金）

●
公
的
年
金
を
受
給
さ
れ
て
い
る
方

を
対
象
と
し
た
確
定
申
告
の
受
付

日　　程 申告会場

２月 ２日 （木）

紀南文化会館２月 ３日 （金）

２月 ６日 （月）

２月 ７日 （火）
県立情報交流センター

ビッグ・ユー
２月 ８日 （水）

問田辺税務署個人課税第１部門　☎２２ー１２５０

←Ｐ６に続きます
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●
台
風
12
号
等
の
災
害
に
よ

り
住
宅
・
家
財
等
の
被
害
を

受
け
ら
れ
た
方
へ

　

台
風
12
号
等
の
災
害
に
よ
り
住

宅
・
家
財
等
の
被
害
を
受
け
ら
れ

た
方
に
つ
き
ま
し
て
は
、
雑
損
控

除
（
又
は
災
害
減
免
法
の
適
用
）

や
雑
損
失
の
繰
越
控
除
（
平
成
24

年
分
の
申
告
以
降
３
年
間
）
等
の

所
得
税
の
軽
減
措
置
が
受
け
ら
れ

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
り
災
証
明
書

の
写
し
や
災
害
に
関
連
し
て
支
出

し
た
費
用
に
係
る
領
収
書
、
住
宅

の
取
得
価
額
の
わ
か
る
書
類
、
保

険
金
等
で
補
て
ん
さ
れ
る
金
額
の

わ
か
る
も
の
な
ど
を
ご
用
意
の

上
、税
務
署
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

区分 改正前の控除額 改正後の控除額

配
偶
者
控
除

同居特別障害者 左記以外 区分なし

一般の控除対象配偶者 ７３万円 ３８万円 ３８万円

老人控除対象配偶者 ８３万円 ４８万円 ４８万円

扶
養
控
除

年齢１６歳未満 ７３万円 ３８万円 控除なし

年齢１６歳以上１９歳未満
９８万円

（特定扶養親族）

６３万円

（特定扶養親族）

３８万円

年齢１９歳以上２３歳未満
６３万円

（特定扶養親族）

年齢２３歳以上７０歳未満 ７３万円 ３８万円 ３８万円

老人扶養親族

( 年齢７０歳以上 )

同居老親等以外 ８３万円 ４８万円 ４８万円

同居老親等 ９３万円 ５８万円 ５８万円

◉配偶者控除・扶養控除

◉障害者控除

区分

改正前の控除額 改正後の控除額

区分なし 本人
控除対象配偶者

または扶養親族

障害者 ２７万円 ２７万円

特別障害者
４０万円

４０万円

同居特別障害者 ７５万円

　公的年金等の収入金額の合計額が

４００万円以下で、かつ、公的年金

等に係る雑所得以外の所得金額が

２０万円以下である場合には、所得

税の確定申告は不要です！

■この場合であっても、所得税の還

付を受けるための確定申告書を提出

することができます。詳しくは国税

庁ホームページまたは田辺税務署
（☎２２ー１２５０）まで。

■所得税の確定申告が必要ない場合

であっても、住民税の申告が必要と

なる場合があります。住民税に関し

て詳しくは役場税務課課税係（☎
４３－６５８４）まで。

◈◈◈田辺税務署からのお知らせ◈◈◈

公的年金等を受給されている方へ

～平成２３年税制改正のお知らせ～

●
還
付
申
告
に
つ
い
て

　

還
付
金
の
支
払
い
は
、
所
要
の

手
続
き
を
的
確
に
行
う
必
要
が
あ

り
、
還
付
申
告
書
提
出
の
日
か
ら

６
週
間
程
度
要
し
ま
す
。

☆
還
付
金
の
受
け
取
り
に
は
、
預

　

貯
金
口
座
へ
の
振
り
込
み
に
よ

　

る
方
法
と
最
寄
り
の
ゆ
う
ち
ょ

　

銀
行
各
店
舗
ま
た
は
郵
便
局
で

　

受
け
取
る
方
法
が
あ
り
ま
す
。

　

預
貯
金
口
座
へ
の
振
り
込
み
を

　

ご
希
望
の
場
合
は
、
確
定
申
告

　

書
の
「
還
付
さ
れ
る
税
金
の
受

　

取
場
所
」
欄
に
申
告
名
義
人
の

　

取
り
引
き
し
て
い
る
口
座
の
金

　

融
機
関
・
支
店
名
、
預
貯
金
の

　

種
別
お
よ
び
口
座
番
号
を
正
確

　

に
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。

※
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
の
口
座
へ
の
振

　

り
込
み
を
ご
希
望
の
場
合
、
確

　

定
申
告
書
の
「
還
付
さ
れ
る
税

　

金
の
受
取
場
所
」
欄
に
は
、
貯

　

金
通
帳
の
口
座
５
桁
の「
記
号
」

　

と
２
～
８
桁
の
番
号
を
つ
な
げ

　

た
記
号
番
号
の
み
を
記
載
し
て

　

く
だ
さ
い
。

※
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
専
用
銀
行
は

　

特
定
の
銀
行
を
除
き
振
り
込
み

　

が
で
き
ま
せ
ん
。
振
り
込
み
の

　

可
否
に
つ
い
て
は
取
引
先
の
イ

　

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
銀
行
に
お
問
い

　

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●配偶者控除・扶養控除・障害者控除の改正について
　平成２３年分の所得税以降、扶養親族のうち、年少扶養親族（１６
歳未満の方）に対する扶養控除が廃止されるなど、下表のとおり改正
されました。

　「確定申告書等作成コーナー」で、画面

の案内に従って金額等を入力すれば、税

額などが自動計算され、所得税の申告書

や青色申告決算書などが作成でき、印刷

してそのまま提出できます。

　　　　【ｅ - Ｔａｘのメリット】

　　★添付書類の提出省略

　　★還付がスピーディー

　　★最高４，０００円の税額控除

　　 
 （ただし１９年分から２３年分の申告で１回のみ）

詳しくは、http://www.nta.go.jp
所得税・贈与税の申告と納税は３月１５日（木）まで

消費税および地方消費税の申告と納税は４月２日（月）まで

申告書等は国税庁ホームページで

　　　　　　　　　作成できます！

作成した申告書をｅ - Ｔａｘで

　　　　　税務署に提出できます！
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　介護保険の財源は、国・都道府県・市町村の負担や皆さんに納め

ていただく保険料でまかなわれており、平成２４年度から平成２６年

度までの第５期からは、６５歳以上の方の保険料の負担割合が２０％

から２１％へ、４０歳～６４歳までの方の割合が３０％から２９％に

変わります。

第５期介護保険事業計画・
　　　　　　　　　　老人福祉計画の策定について

問役場民生課介護保険係　☎４３－６５９３

介護保険は、皆さんがいつまでも安心して暮らせるように、社会全体で介護が必要な方を支え合う

制度です。今回は、介護保険の財源と、第５期計画の策定経過をお知らせします。

　第５期介護保険事業計画における白浜町の６５歳以上の方の介護保険料は、今後、国による介護

報酬の改定、施設の整備状況などを考慮して、３月ごろに決まります。

開催日 内　容

 第１回（H23.5.25）
 ・委嘱状交付　・第４期介護保険事業計画の実施状況と課題について

 ・第５期介護保険事業計画等の策定にあたって

 第２回（H23.9.21）

 ・白浜町高齢者日常生活調査の結果（中間報告）について

 ・第４期介護保険事業計画における現状について

 ・第５期介護保険事業計画等の策定にむけた取り組みについて

 ・第５期介護保険事業計画・老人福祉計画の骨子（案）について

 第３回（H23.10.19）
 ・白浜町高齢者日常生活調査の結果について

 ・第５期介護保険事業計画における介護サービスの総費用額の見込みについて

 第４回（H23.11.16）  ・第５期介護保険事業計画・老人福祉計画（素案）について

 第５回（H23.12.21）  ・第５期介護保険事業計画・老人福祉計画（案）について
                                     第６回（H24.1.25）  ・第５期介護保険事業計画・老人福祉計画（案）について

白浜町介護保険事業計画等作成委員会の開催状況

白浜町第５期介護保険事業計画・老人福祉計画の策定経過（予定）
計画見直し作業 作成委員会 広　報

 平成２３年 ３月  公募委員募集

４月    

５月    第１回委員会

６月       

７月

８月               計画策定について

９月 第２回委員会
                                                      １０月 第３回委員会
                                                      １１月 第４回委員会
                                                      １２月 第５回委員会  介護保険の現状について

 平成２４年 １月  計画案修正 第６回委員会  第５期の主な取り組み

２月   計画策定経過について

３月  計画策定   条例改正

高齢者の日常生活調査

・計画策定方針検討
・委託業者選定

・施設待機者調査
・町内事業者ヒアリング ・計画素案作成

・介護給付実績集計・分析
・サービス見込量・保険料推計
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医
療
と
介
護
の
両
方
の
サ
ー
ビ

ス
を
利
用
し
て
い
る
世
帯
の
負
担

を
軽
減
す
る
制
度
が
平
成
20
年
４

月
か
ら
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

世
帯
内
で
同
じ
医
療
保
険
制
度

に
ご
加
入
の
方
全
員
の
、
１
年
間

（
８
月
か
ら
翌
年
７
月
末
ま
で
）

に
支
払
っ
た
医
療
保
険
と
介
護
保

険
の
自
己
負
担
を
合
計
し
、
自
己

負
担
限
度
額
（
下
表
参
照
）
を
超

え
た
場
合
に
、
そ
の
超
え
た
金
額

を
支
給
し
ま
す
。

　

支
給
を
受
け
る
に
は
、
毎
年
基

準
日
（
７
月
31
日
）
以
降
に
申
請

が
必
要
で
す
。
平
成
22
年
度
支
給

対
象
者
と
な
る
白
浜
町
国
保
お
よ

び
和
歌
山
県
後
期
高
齢
者
医
療
被

保
険
者
の
方
に
は
、
す
で
に
支
給

お知らせ
INFORMATION

役場関係機関連絡先

白浜町役場　 　　（代）43-5555

富田事務所　 　　（代）45-0009

日置川事務所 　　（代）52-2300

・椿出張所　　　　　　　46-0052

・安居出張所　　　　　　53-0009

・市鹿野出張所　　　　　54-0001

・上下水道課　　　　　　45-2000

・保健センター　　　　　43-0178

・白浜町清掃センター　　45-3800

・日置川焼却場　　　　　52-2750

・日置川水道事務所　　　52-2179

・住民交流センター　　　52-2446

・白浜町中央公民館　　　42-2269

・日置川拠点公民館　　　52-2660

・町立図書館　　　　　　43-2922

・町立児童館　　　　　　45-2117

まちの人口と世帯

　人　口　　　２３，３２５人
　　　　　　（先月比　－１０人）

　　　　男　　１０，８８９人
　　　　　　（先月比　－　５人）

　　　　女　　１２，４３６人
　　　　　　（先月比　ー　５人）

　世帯数　　１１，１３８世帯
　　　　　　（先月比　－４世帯）

※平成２４年１月１日現在

勧
奨
通
知
を
送
付
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
が
、
平
成
22
年
８
月
１
日

か
ら
平
成
23
年
７
月
31
日
ま
で
の

間
に
医
療
保
険
お
よ
び
介
護
保
険

の
資
格
異
動
（
死
亡
等
に
よ
り
被

保
険
者
資
格
を
喪
失
）
が
あ
っ
た

方
に
つ
い
て
は
、
申
請
勧
奨
か
ら

漏
れ
て
い
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す

の
で
、
下
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

※
保
険
適
用
外
の
費
用
や
入
院
時

の
食
事
負
担
、
高
額
療
養
費
や
そ

の
他
制
度
な
ど
の
支
給
を
受
け
て

い
る
負
担
分
は
含
み
ま
せ
ん
。

有料広告募集中！
広報しらはま・白浜町ホームページに

広告を掲載しませんか？
    広告料・広報しらはま        5,000 円／月
　　　    ・町ホームページ 10,000 円／月
　　　　　　　　　　　　   5,000 円／月
■詳しくは役場総務課広報担当まで

電
子
証
明
書
の
有
効
期
間
満
了

に
と
も
な
う
更
新
手
続
き

　

公
的
個
人
認
証
サ
ー
ビ
ス
に
お

け
る
電
子
証
明
書
の
有
効
期
間

は
、
発
行
の
日
か
ら
３
年
で
す
。

　

電
子
証
明
書
が
「
有
効
」
で
な

い
と
電
子
申
告
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
有
効
期
間
内
で
も
、
住

所
や
氏
名
に
変
更
が
あ
る
と
失
効

し
ま
す
。
引
き
続
き
サ
ー
ビ
ス
を

利
用
す
る
場
合
は
、
あ
ら
た
め
て

電
子
証
明
書
を
取
得
し
て
く
だ
さ

い
。

◆
申
請
場
所

　

役
場
民
生
課
住
民
係

◆
申
請
に
必
要
な
も
の

①
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド

②
本
人
確
認
書
類
と
し
て
官
公
署

発
行
の
顔
写
真
付
き
の
証
明
書

所　得　区　分
自己負担限度額

７０歳未満 ７０歳以上

現役並み所得者 １２６万円 　６７万円

一　　　　　般 　６７万円 　５６万円

低  所  得  者  Ⅱ
　３４万円

　３１万円

低  所  得  者  Ⅰ 　１９万円

問
役
場
民
生
課
医
療
保
険
係

　
　
　
　
　

☎
４
３
ー
６
５
８
５

　

役
場
民
生
課
介
護
保
険
係

　
　
　
　
　

☎
４
３
ー
６
５
９
３

高
額
医
療
・
高
額
介
護
合
算
療
養
費
制
度

有料広告募集中



�　広報しらはま２月号

運
動
教
室

　

椅
子
を
使
っ
た
体
操
教
室
を
開

催
し
ま
す
。
椅
子
を
使
う
の
で
、

膝
が
悪
い
人
や
体
が
か
た
く
て
ス

ト
レ
ッ
チ
が
で
き
な
い
人
も
無
理

な
く
で
き
ま
す
。
肩
こ
り
、腰
痛
、

冷
え
に
お
悩
み
の
方
は
ぜ
ひ
参
加

し
て
く
だ
さ
い
。

◆
日
程

◇
２
月
13
日
（
月
）

　

農
業
研
修
会
館

◇
２
月
17
日
（
金
）

　

美
之
浦
保
健
セ
ン
タ
ー

◇
２
月
27
日
（
月
）

　

日
置
川
拠
点
公
民
館

◆
時
間　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

◆
テ
ー
マ　

イ
ス
体
操

◆
持
ち
物　

飲
み
物
、
タ
オ
ル

◆
参
加
料　

無
料

◆
定
員　

各
会
場
30
人

◆
講
師　

内う
ち

田だ

晶あ
き

子こ

氏

※
事
前
に
申
し
込
み
が
必
要

問
役
場
民
生
課
健
康
増
進
係

　
　
　
　
　

☎
４
３
ー
０
１
７
８

健
康
講
演
会

　

健
康
食
品
（
サ
プ
リ
メ
ン
ト
）

は
身
近
に
手
に
入
る
た
め
頼
り
が

（
運
転
免
許
証
、
パ
ス
ポ
ー
ト
等
）

※
顔
写
真
な
し
の
住
基
カ
ー
ド
を

お
持
ち
の
場
合

③
電
子
証
明
書
の
発
行
手
数
料

（
５
０
０
円
）

◆
電
子
証
明
書
の
有
効
期
限

　

発
行
の
日
か
ら
３
年
間

問
役
場
民
生
課
住
民
係

　
　
　
　
　

☎
４
３
ー
６
５
８
５

白
浜
町
（
高
齢
者
）
肺
炎
球
菌

ワ
ク
チ
ン
接
種
費
用
助
成

　

白
浜
町
で
は
、
次
の
と
お
り
助

成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

◆
助
成
対
象
者

　

接
種
日
に
お
い
て
白
浜
町
に
住

所
を
有
し
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
さ

れ
た
次
の
①
、
②
の
い
ず
れ
か
の

方①
75
歳
以
上
の
方

②
70
歳
以
上
75
歳
未
満
の
方
で
、

慢
性
心
疾
患
、慢
性
呼
吸
器
疾
患
、

慢
性
腎
不
全
、
糖
尿
病
、
肝
臓
病

な
ど
に
よ
り
、
医
師
が
ワ
ク
チ
ン

接
種
を
受
け
る
こ
と
が
必
要
と
認

め
た
方

◆
助
成
額

　

１
人
の
方
に
対
し
１
回
を
限
度

と
し
て
２
，
０
０
０
円

お知らせ INFORMATION

※
た
だ
し
、
生
活
保
護
世
帯
の
方

は
接
種
費
用
の
全
額
を
助
成
し
ま

す
。

※
各
医
療
機
関
に
よ
っ
て
ワ
ク
チ

ン
接
種
費
用
は
異
な
り
ま
す
が
、

助
成
費
用
は
一
律
２
，
０
０
０
円

で
す
。

◆
助
成
方
法

　

償
還
払
い
（
後
払
い
）

◆
申
請
に
必
要
な
も
の

・
印
鑑
、 

預
金
通
帳
（
口
座
確
認

が
で
き
る
も
の
）

・
領
収
書
（
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

接
種
が
明
記
さ
れ
た
も
の
）

　

後
日
、
指
定
さ
れ
た
口
座
に
お

振
り
込
み
し
ま
す
。

◆
申
請
窓
口

　

役
場
民
生
課
健
康
増
進
係
（
中

央
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）、
役
場
医

療
保
険
係
・
富
田
事
務
所
・
日
置

川
事
務
所

※
代
理
の
方
が
申
請
さ
れ
る
場
合

は
委
任
状
が
必
要
で
す
。

問
役
場
民
生
課
健
康
増
進
係

　
　
　
　
　

☎
４
３
ー
０
１
７
８

ち
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
が
、
多

く
と
れ
ば
よ
い
と
い
う
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
健
康
食
品
は

本
当
に
必
要
で
す
か
？

　

本
講
演
会
で
は
、
国
立
健
康
・

栄
養
研
究
所
か
ら
講
師
を
招
き
、

健
康
食
品
を
利
用
す
る
と
き
に
気

を
つ
け
た
方
が
よ
い
ポ
イ
ン
ト
等

を
説
明
し
て
い
た
だ
く
内
容
で

す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◆
日
時

　

２
月
29
日
（
水
）

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

◆
会
場　

農
業
研
修
会
館

◆
内
容

　

健
康
食
品
（
サ
プ
リ
メ
ン
ト
）

と
健
康

※
入
場
無
料

※
事
前
に
申
し
込
み
が
必
要

問
役
場
民
生
課
健
康
増
進
係

　
　
　
　
　

☎
４
３
ー
０
１
７
８

地
域
リ
ハ
ビ
リ
講
座

　

寒
い
季
節
に
な
る
と
、
身
体
を

動
か
し
づ
ら
く
な
っ
た
り
、
体
調

を
崩
し
た
り
し
て
い
る
方
が
多
い

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

　

し
か
し
、
毎
日
の
生
活
の
中
で

少
し
リ
ハ
ビ
リ
運
動
を
し
た
り
、

生
活
に
気
を
つ
け
る
こ
と
で
、
元

気
に
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

本
講
座
は
、
白
浜
は
ま
ゆ
う
病

院
の
小こ

口ぐ
ち

先
生
の
ご
講
演
と
、
地

域
の
理
学
療
法
士
に
よ
る
運
動
指

導
等
、
役
立
つ
内
容
と
な
っ
て
い

ま
す
。

◆
日
時

　

２
月
11
日
（
土
）

　

午
後
１
時
～
４
時

◆
会
場　

白
浜
町
中
央
公
民
館

◆
内
容

１
．
講
演
「
脳
卒
中
に
な
ら
な
い

た
め
に
」（
白
浜
は
ま
ゆ
う
病
院

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

小こ

口ぐ
ち

健け
ん

先
生
）

２
．
実
技
「
家
庭
で
で
き
る
リ
ハ

ビ
リ
」（
和
歌
山
県
理
学
療
法
士

協
会
会
員
）

※
動
き
や
す
い
服
装
で
お
越
し
く

だ
さ
い

※
入
場
無
料

※
事
前
に
申
し
込
み
が
必
要

問
役
場
民
生
課
健
康
増
進
係

　
　
　
　
　

☎
４
３
ー
０
１
７
８
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学
、
思
春
期
・
青
年
期
臨
床
、
ひ

き
こ
も
り
支
援
、
自
死
遺
族
支
援

な
ど
の
相
談
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。

※
入
場
無
料

※
申
し
込
み
は
不
要
で
す

問
役
場
民
生
課
福
祉
係

　
　
　
　
　

☎
４
３
ー
５
７
０
２

戦
後
強
制
抑
留
者
の
皆
さ
ん
へ

　

シ
ベ
リ
ア
戦
後
強
制
抑
留
者
に

対
す
る
特
別
交
付
金
を
支
給
し
て

い
ま
す
。

◆
対
象

　

旧
ソ
連
邦
ま
た
は
モ
ン
ゴ
ル
国

の
地
域
に
お
け
る
戦
後
強
制
抑
留

者
で
、
平
成
22
年
６
月
16
日
に
日

本
国
籍
を
有
す
る
ご
存
命
の
方

※
特
別
措
置
法
施
行
日
（
平
成
22

年
６
月
16
日
）
以
降
に
亡
く
な
ら

れ
た
方
の
相
続
人
は
請
求
で
き
ま

す
が
、
施
行
日
前
に
亡
く
な
ら
れ

た
方
の
ご
遺
族
等
は
、
対
象
と
な

っ
て
い
ま
せ
ん
。

◆
請
求
受
付
期
間

　

３
月
31
日
（
土
）
ま
で
（
期
間

内
に
請
求
を
し
な
か
っ
た
場
合
は

支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。）

※
請
求
書
を
お
持
ち
で
な
い
方

は
、
請
求
書
類
を
送
付
し
ま
す
の

で
、
至
急
左
記
ま
で
お
電
話
く
だ

さ
い
。
す
で
に
特
別
給
付
金
を
支

給
さ
れ
た
方
は
、
再
度
の
請
求
は

で
き
ま
せ
ん
。

問
独
立
行
政
法
人
平
和
祈
念
事
業

特
別
基
金　

事
業
部
特
別
給
付
金

認
定
担
当

☎
０
５
７
０
ー
０
５
９
ー
２
０
４

（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

☎
０
３
ー
５
８
６
０
ー
２
７
４
８

（
Ｉ
Ｐ
電
話
、
Ｐ
Ｈ
Ｓ
用
）

※
受
付
は
午
前
９
時
～
午
後
６
時

（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

平
成
24
年
度
自
衛
官
募
集
中
！

　

一
般
・
技
術
・
歯
科
・
薬
剤
科

の
コ
ー
ス
か
ら
各
自
衛
隊
の
幹
部

自
衛
官
と
な
る
者
（
パ
イ
ロ
ッ
ト

要
員
含
む
）
を
養
成
す
る
制
度
で

す
。
採
用
と
同
時
に
陸
上
・
海
上
・

航
空
の
各
自
衛
隊
曹
長
に
任
命
さ

れ
、
幹
部
候
補
生
と
し
て
一
定
期

間
の
教
育
を
受
け
た
後
、３
等
陸
・

海
・
空
尉
（
歯
科
医
師
国
家
試
験

合
格
者
お
よ
び
大
学
院
（
専
門
職

大
学
院
を
除
く
）
修
士
課
程
修
了

者
は
２
尉
）
に
昇
任
し
、
幹
部
自

衛
官
と
な
り
ま
す
。

お知らせ INFORMATION

ひ
き
こ
も
り
啓
発
講
演
会

　

ひ
き
こ
も
り
と
は
、
長
期
間
に

わ
た
っ
て
自
宅
や
自
室
に
閉
じ
こ

も
り
社
会
活
動
に
参
加
し
な
い
状

態
の
こ
と
を
言
い
ま
す
。
そ
の
原

因
は
、
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

　

不
登
校
が
ず
っ
と
続
い
て
ひ
き

こ
も
り
と
な
っ
た
ケ
ー
ス
、
思
春

期
に
い
じ
め
や
受
験
等
、
こ
こ
ろ

の
不
安
か
ら
ひ
き
こ
も
る
ケ
ー

ス
、
社
会
環
境
が
問
題
で
ひ
き
こ

も
る
ケ
ー
ス
等
で
す
。

　

早
期
の
う
ち
に
正
し
い
理
解
と

対
応
を
す
れ
ば
…
ど
の
よ
う
な
サ

ポ
ー
ト
を
す
れ
ば
…

　

一
緒
に
学
び
考
え
る
機
会
（
き

っ
か
け
）に
な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

◆
日
時

　

２
月
５
日
（
日
）

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

◆
場
所

　

コ
ガ
ノ
イ
ベ
イ
ホ
テ
ル
２
階

◆
講
師　

森も
り

崎さ
き

雅ま
さ

好よ
し

氏

◆
講
師
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

　

高
野
山
大
学
文
学
部
助
教
臨
床

心
理
士
・
和
歌
山
大
学
保
健
管
理

セ
ン
タ
ー
学
生
相
談
員
心
理
カ
ウ

ン
セ
ラ
ー
・
和
歌
山
県
精
神
保
健

福
祉
セ
ン
タ
ー
自
死
遺
族
支
援
相

談
員
。
臨
床
心
理
士
、
臨
床
心
理

東日本大震災救援募金について
　昨年３月１４日から役場本庁、富田事務所、日置川事務所、住民交流センター、安居出張所、市鹿野出張所
に募金箱を設置し、多くの皆さまにご支援をいただきました救援募金につきましては、１月１１日現在、総額
１３，６２０，９７１円となりました。皆さまからのご厚情に心から感謝いたします。
　受付いたしました募金は、毎月１１日にまとめ、日本赤十字社和歌山県支部に送金しています。
　なお、３月１１日をもって、募金箱の設置は終了させていただきます。その後の募金につきましては、役場
民生課福祉係内の日本赤十字社白浜町分区事務局にお問い合わせください。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　問東日本大震災白浜町救援対策本部（役場内）　☎４３－５５５５　

◆
受
験
資
格

　

日
本
国
籍
を
有
し
、
自
衛
隊
法

第
38
条
第
１
項
の
規
定
に
該
当
せ

ず
、
平
成
25
年
４
月
１
日
現
在
、

次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
者

（
１
）
22
歳
以
上
26
歳
未
満
の
者

（
２
）
学
校
教
育
法
に
基
づ
く
大

学
院
（
専
門
職
大
学
院
を
除
く
）

に
お
い
て
正
規
の
課
程
を
２
年
以

上
修
め
、
修
士
の
学
位
を
受
け
た

者
（
平
成
25
年
３
月
学
位
修
得
見

込
み
を
含
む
）
に
つ
い
て
は
、
28

歳
未
満
の
者

（
３
）
20
歳
以
上
22
歳
未
満
で
、

学
校
教
育
法
に
基
づ
く
大
学
（
短

期
大
学
を
除
く
）
を
卒
業
し
た
者

（
平
成
25
年
３
月
卒
業
見
込
み
の

者
含
む
）
ま
た
は
外
国
に
お
け
る

学
校
を
卒
業
し
た
場
合
で
大
学
卒

業
に
相
当
す
る
と
認
め
ら
れ
る
者

◆
受
付
期
間

　

２
月
１
日
（
水
）
～

　
　
　
　
　
　

４
月
27
日
（
金
）

※
締
切
日
必
着

◆
試
験
日
程
（
一
次
）

　

５
月
12
日
（
土
）

　

５
月
13
日
（
日
）

※
13
日
は
筆
記
式
操
縦
適
性
検
査

（
飛
行
要
員
希
望
者
の
み
）
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◆
試
験
会
場

　

和
歌
山
市
（
各
都
道
府
県
で
受

験
で
き
ま
す
）

問
自
衛
隊
和
歌
山
地
方
協
力
本
部

田
辺
地
域
事
務
所

　
　
　
　
　

☎
２
４
ー
６
２
１
９

平
成
24
年
度
和
歌
山
県
農
業
大

学
校
（
専
修
学
校
）
学
生
募
集

　

和
歌
山
県
農
業
大
学
校
は
、
和

歌
山
県
に
お
け
る
次
代
の
農
業
・

農
村
の
担
い
手
に
ふ
さ
わ
し
い
広

い
視
野
と
専
門
知
識
、
技
術
な
ら

び
に
経
営
能
力
を
も
っ
た
農
業
後

継
者
お
よ
び
農
村
地
域
に
お
け
る

中
核
的
指
導
者
を
養
成
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
お
り
、
次
の
と
お

り
学
生
を
募
集
し
ま
す
。

◆
募
集
人
数　

40
名

◆
受
験
資
格

　

原
則
と
し
て
県
内
に
住
所
を
有

し
、
高
等
学
校
等
卒
業
ま
た
は
平

成
24
年
３
月
に
卒
業
見
込
み
の
者

◆
願
書
受
付

・
一
般
試
験
（
二
次
）

　

２
月
27
日
（
月
）
～

　
　
　
　
　
　
　

３
月
12
日（
月
）

◆
試
験
日

・
一
般
入
試
（
二
次
）

　

３
月
15
日
（
木
）

　

午
前
10
時
～

問
和
歌
山
県
農
業
大
学
校

☎
０
７
３
６
ー
２
２
ー
２
２
０
３

和
歌
山
大
学
南
紀
熊
野
サ
テ
ラ

イ
ト
前
期
受
講
生
募
集

　

２
０
１
２
年
度
前
期
の
大
学
院

科
目
等
履
修
生
・
学
部
開
放
授
業

受
講
生
を
募
集
し
ま
す
。

　

科
目
等
、
詳
し
く
は
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
場
所

　

県
立
情
報
交
流
セ
ン
タ
ー
Ｂ
ｉ

ｇ
・
Ｕ

◆
申
込
締
切
日

・
大
学
院
授
業　

２
月
29
日
（
水
）

・
学
部
授
業　

３
月
15
日
（
木
）

問
和
歌
山
大
学
南
紀
熊
野
サ
テ
ラ

イ
ト
事
務
室

　
　
　
　
　

☎
２
３
ー
３
９
７
７

※
受
付
は
午
前
10
時
～
午
後
５
時

（
日
・
月
曜
日
を
除
く
）

近
畿
地
区
国
立
大
学
法
人
等
技

術
職
員
募
集

　

京
大
、
阪
大
、
神
大
ほ
か
近
畿

地
区
の
国
立
大
学
、
高
等
専
門
学

校
で
、
あ
な
た
の
技
術
力
を
活
か

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

◆
募
集
区
分

　

電
気
、
機
械
、
建
築
な
ど
（
詳

細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）

◆
受
験
資
格

　

昭
和
57
年
４
月
２
日
以
降
に
生

ま
れ
た
人

◆
受
付
期
間

　

４
月
１
日
（
日
）
～

　
　
　
　
　
　
　

４
月
10
日（
火
）

◆
第
一
次
試
験
日

　

５
月
20
日
（
日
）

問
近
畿
地
区
国
立
大
学
法
人
等
職

員
統
一
採
用
試
験
事
務
室

☎
０
７
５
ー
７
５
３
ー
２
２
３
０

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
：http://w

w
w

.
kyoto-u.ac.jp/siken

「
全
国
一
斉
！
法
務
局
休
日
相

談
所
」
の
開
設

　

法
務
局
で
は
、
国
民
の
皆
さ
ま

方
に
対
し
、
登
記
を
始
め
と
す
る

法
務
局
の
所
掌
業
務
に
つ
い
て
理

解
を
深
め
、
親
し
み
を
持
っ
て
利

用
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
全
国

一
斉
に
休
日
相
談
所
を
開
設
し
ま

す
。

　

和
歌
山
地
方
法
務
局
に
お
き
ま

し
て
は
、
次
の
と
お
り
休
日
相
談

所
を
開
設
し
、
法
務
局
職
員
に
加

え
、
弁
護
士
お
よ
び
公
証
人
等
が

相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
守
ら

れ
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◆
日
時

　

２
月
12
日
（
日
）

　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

◆
場
所

　

オ
ー
ク
ワ
パ
ビ
リ
オ
ン
シ
テ
ィ

田
辺
店　

Ａ
館
２
階

◆
相
談
内
容

　

多
重
債
務
事
件
等
の
法
律
相

談
、
遺
言
書
の
作
成
等
の
公
証
関

係
、登
記
、供
託
、人
権
相
談
（
弁

護
士
に
よ
る
法
律
相
談
は
先
着
10

人
の
完
全
予
約
制
）

◆
電
話
相
談

　

☎
０
９
０
ー
８
９
８
３
ー
３
７
６
０

　

☎
０
９
０
ー
３
０
３
９
ー
９
０
１
０

※
当
日
（
２
月
12
日
）
限
り

問
和
歌
山
地
方
法
務
局
田
辺
支
局

　
　
　
　
　

☎
２
２
ー
０
６
９
８

障
が
い
児
・
者
相
談
支
援
窓
口

　

障
が
い
の
あ
る
方
や
そ
の
家
族

の
方
が
、
地
域
で
安
心
し
て
生
活

を
送
る
た
め
に
、
日
常
生
活
や
社

会
生
活
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
相
談

に
応
じ
た
り
、情
報
提
供
を
行
い
、

暮
ら
し
を
お
手
伝
い
し
ま
す
。

◆
相
談
日
お
よ
び
相
談
員（
予
定
）

◇
２
月
１
日
（
水
）

　

や
お
き
福
祉
会
・
ふ
た
ば
福
祉
会

◇
２
月
８
日
（
水
）

　

ふ
た
ば
福
祉
会
・
コ
ス
モ
ス
福
祉
会

◇
２
月
15
日
（
水
）

　

や
お
き
福
祉
会
・
ふ
た
ば
福
祉
会

◇
２
月
22
日
（
水
）

　

ふ
た
ば
福
祉
会
・
コ
ス
モ
ス
福
祉
会

◇
２
月
29
日
（
水
）

　

コ
ス
モ
ス
福
祉
会
・
や
お
き
福
祉
会

◆
場
所

　

元
白
浜
町
教
育
委
員
会
事
務
所

◆
時
間

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

◆
相
談
日
の
電
話
番
号

　

☎
４
３
ー
５
６
６
６

　
（
相
談
日
以
外
は
役
場
民
生
課

福
祉
係
へ
転
送
さ
れ
ま
す
）

※
相
談
内
容
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

問
役
場
民
生
課
福
祉
係

　
　
　
　
　

☎
４
３
ー
５
７
０
２
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　拝啓　町民の皆さまにおかれましてはいかがお過
ごしでしょうか。
　先日、伝統ある白浜町消防出初式を挙行いたしま
したところ、ご来賓の皆さま方には大変お忙しいな
かご臨席を賜りました。ここに、心から御礼申し上
げます。
　団員の皆さまにおかれましては、常日頃から郷土
愛の精神に燃えて昼夜を分かたず、住民が安心して
生活できる安全な地域づくりに全力をあげられてお
られますそのご苦労に対し、深甚なる敬意を表しま
す。
　本町の消防は、自治体消防が発足以来、皆さまの
たゆまぬ努力により、町民の安全確保に大きな役割
を果たしていただいているところでございます。
　さて、昨年を顧みますと、３月１１日に東日本大
震災が発生、この災害での死者・行方不明者は１２
月２２日現在１９，３１２人と未曾有の大災害とな
りました。そのうち水門の閉鎖、避難誘導といった
消防活動により２５３人の消防団員、２７人の消防
職員、合計２８０人の消防関係者が亡くなっており
ます。

　また、本県におきましても、台風１２号による死
者・行方不明者は６８人におよび、紀南地域が人的、
物的に甚大な被害となりました。幸いにも本町は人
的な被害はありませんでしたが、大雨による河川の
増水等で床上浸水、土砂崩れ等で家屋に大きな被害
をもたらし、あらためて自然の脅威を思い知らされ
たところです。
　今日、われわれの住むこの紀南地方は、東南海・
南海地震による大規模な被害が広範囲に、かつ多重
的に発生するといわれています。
　このような大災害に対応するためには、国や県に
よる対策はもちろんでありますが、地域自治体の取
り組みが非常に重要となります。
　今後、町といたしましても、災害に対する備えを
充実し、町民の皆さまのご期待に添うべく、安全で
住みよい町づくりをめざし、皆さまのお力添えをい
ただきながら、消防防災体制の整備に努めてまいる
所存でありますので、どうぞよろしくお願いいたし
ます。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　敬具

出初式でのごあいさつ

VOL．１７

町 長 だ よ り町 長 だ よ り

白浜町長　水本　雄三

定
例
人
権
相
談
所
の
開
設

　

人
権
擁
護
委
員
が
人
権
問
題
や

い
ろ
い
ろ
な
困
り
ご
と
の
相
談
を

無
料
で
お
受
け
し
ま
す
。

【
白
浜
地
区
】

◇
１
月
23
日
（
月
）

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

　

会
場
…
社
協
本
部
事
務
所

【
日
置
川
地
区
】

◇
１
月
18
日
（
水
）

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

　

会
場
…
み
ま
い
荘

※
人
権
相
談
は
社
会
福
祉
協
議
会

と
の
合
同
相
談
で
す
。

定
例
行
政
相
談
所
の
開
設

　

行
政
相
談
員
が
、
国
の
仕
事
に

関
す
る
苦
情
な
ど
の
相
談
を
無
料

で
受
け
付
け
ま
す
。

【
白
浜
地
区
】

◇
１
月
23
日
（
月
）

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

　

会
場
…
役
場
第
２
会
議
室

【
日
置
川
地
区
】

◇
１
月
12
日
（
木
）

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

　

会
場
…
日
置
川
拠
点
公
民
館

就
職
促
進
相
談
会
の
開
催

　

就
職
促
進
相
談
員
（
就
職
の
促

進
お
よ
び
職
業
の
安
定
を
図
る
た

め
、
振
興
局
に
配
置
さ
れ
た
相
談

員
）
が
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
求
人

情
報
や
情
報
誌
を
持
参
し
て
、
職

業
の
相
談
を
受
け
ま
す
。
予
約
は

必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

◇
２
月
７
日
（
火
）

・
午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分

   
会
場
…
日
置
川
拠
点
公
民
館

・
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

   

会
場
…
住
民
交
流
セ
ン
タ
ー

◇
２
月
10
日
（
金
）

・
午
前
９
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分

   

会
場
…
中
央
公
民
館

問
西
牟
婁
振
興
局
地
域
振
興
部
企

画
産
業
課　

☎
２
６
ー
７
９
４
７
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　小学校５年生～中学校３年生の男女で編成した県内の市町村代表チー
ムが競い合う和歌山県市町村対抗ジュニア駅伝競走大会。
　このほど白浜町代表チームが結成され、入賞を目指してトレーニング
に励んでいます。精一杯がんばってください！
  ２月１９日（日）午前１１時　紀三井寺公園補助陸上競技場スタート！
※同日、テレビ和歌山で午後８時～１０時に録画中継があります。

第１１回和歌山県市町村対抗ジュニア駅伝競走大会白浜町代表選手決定！

白浜町代表選手団（敬称略）

●団長　水
みず

本
もと

雄
ゆう

三
ぞう

　　　●監督　福
ふく

田
だ

学
まなぶ

　　　●コーチ　森
もり

英
ひで

明
あき

／高
たか

田
だ

由
よし

一
かず

／松
まつ

場
ば

晃
あき

代
よ

／金
かな

本
もと

速
はや

人
と

／中
なか

原
はら

貴
たか

生
や

●選手

【小学生女子】横
よこ

畑
はた

美
み

咲
さき

（北富田小６年）／照
てる

井
い

和
のどか

（白一小６年）／小
こ

山
やま

李
もも

花
か

（西富田小６年）／岩
いわ

﨑
さき

香
か

乃
の

（北富田小５年）

【小学生男子】田
た

中
なか

晃
こう

司
じ

（白一小６年）／榎
えの

本
もと

啓
ひろ

人
と

（安宅小６年）／浦
うら

巧
たく

磨
ま

（日置小５年）／川
かわ

村
むら

洸
こう

輔
すけ

（白二小６年）

【中学生女子】川
かわ

口
ぐち

和
わ

奏
かな

（白浜中１年）／真
ま

砂
さご

綾
あや

（白浜中１年）／塩
しお

路
じ

奏
かなで

（富田中２年）／吉
よし

田
だ

樹
いつ

希
き

（白浜中１年）

【中学生男子】樫
かし

山
やま

直
なお

生
き

（富田中２年）／大
おお

仲
なか

絢
けん

（富田中２年）／谷
たに

夕
ゆう

紀
き

（富田中２年）／中
なか

田
た

葵
あおい

（白浜中２年）

白浜町成人式
　１月４日、町内のホテルで成人式が開催され、華やかな振袖姿やスーツ姿の
新成人１８２人が出席しました。（対象者は２８４人）
　式典では、来賓の方々からお祝いの言葉や、中学校時代の恩師からのビデオレ
ターも放映され、新成人からは当時を思
い出し、歓声や笑いが沸き起こっていま
した。
　最後に、新成人を代表して井

い

澗
たに

真
まさ

人
と

さ
んが「豊かな自然と古い歴史に彩られた
白浜町の発展のため精一杯の努力をして
いきたい」と謝辞を述べました。

白浜町消防出初式

　１月５日、白浜町阪田で平成２４年白浜町消防出初式が行われました。
　式典では５１人の功績をたたえ、各団員に感謝状が贈られ表彰されまし
た。式典後は、全国女性消防操法大会に出場した消防団員による操法展示、
消防職員・団員約３００人による観閲式と消防車両２５台による分列行進
が行われ、最後は一斉放水で締めくくられました。

日置小学校が協会会長賞受賞　～第１２回環境美化教育優良校等表彰事業～

　食品容器環境美化協会主催の「第１２回環境美化教育優良校等表彰事業」で、日置小学校が小学校部門最優秀
校として協会会長賞を受賞しました。

　この事業では、「環境美化教育に独創的、継続的かつ熱心に取り組み、『公共の
場所の美化』または『飲料空容器のリサイクル』を実践し、地域の環境美化に大
きく寄与している小中学校、およびこれに準ずる小中学生の団体」が表彰されます。
　日置小学校は、１０年ほど前から海岸の清掃活動に取り組んでおり、昨年１２
月に行われた青少年育成町民会議日置地区協議会主催の清掃活動「クリーングリー
ン」にも周辺の学校や住民の方々とともに参加しました。
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健
康
だ
よ
り　

問
役
場
民
生
課
健
康
増
進
係
（
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）

　
　
　
　
　
　
（
☎
４
３
ー
０
１
７
８
）

タ
バ
コ
と
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

　

タ
バ
コ
の
煙
の
中
に
は
、
約
40

種
類
以
上
の
発
が
ん
物
質
や
数
千

種
類
の
化
学
物
質
が
含
ま
れ
て
い

ま
す
。
タ
バ
コ
を
吸
い
続
け
て
い

る
と
、
肺
が
ん
を
含
む
全
身
の
が

ん
や
呼
吸
器
系
の
病
気
、
心
臓
病

な
ど
い
ろ
ん
な
病

気
を
発
症
し
、
健

康
を
損
な
う
危
険

性
が
高
く
な
り
ま
す
。

■
禁
煙
に
は
こ
ん
な
効
果
が
あ
り

ま
す

■
決
意
し
た
ら
と
に
か
く
は
じ
め

ま
し
ょ
う

○
禁
煙
を
始
め
る
日
を
決
め
る
…

禁
断
症
状
の
３
日
間
を
乗
り
越
え

ら
れ
る
よ
う
に
、
時
間
に
ゆ
と
り

の
あ
る
と
き
や
休
み
の
日
を
活
用

す
る
な
ど
の
工
夫
を
し
ま
し
ょ

う
。

　　　８時間後  血液中の酸素濃度が上昇して呼吸が楽になり始める

　　２４時間後
 ・肺が浄化作用を始め、キレイになり始める

 ・心臓発作の可能性が低下

　　４８時間後  ・臭いや味覚がよくなる　・歩行が楽になる

　　　１週間後  快適な睡眠：睡眠のリズムが正常に戻り始める

　２～３週間後  ・全身の血流がよくなる　・肺活量が 30％よくなる

　　　　１年後  血栓症や心臓発作になる危険性が半分になる

１０～１５年後
 種々の病気になる危険性がタバコを吸わない人と同

 程度に近づく

○
禁
煙
パ
タ
ー
ン
を
知
り
ま
し
ょ

う
…
自
分
の
喫
煙
行
動
を
観
察

し
、
記
録
す
る
こ
と
で
喫
煙
パ

タ
ー
ン
が
よ
く
わ
か
り
ま
す
。
タ

バ
コ
を
吸
い
た
く
な
っ
た
と
き
に

ど
の
よ
う
に
対
処
す
れ
ば
い
い
の

か
あ
ら
か
じ
め
考
え
て
お
く
こ
と

も
大
切
で
す
。

○
タ
バ
コ
と
灰
皿
、
ラ
イ
タ
ー
を

処
分
す
る
…
タ
バ
コ
に
す
ぐ
手
が

届
く
よ
う
で
あ
れ
ば
ス
ム
ー
ズ
な

ス
タ
ー
ト
は
で
き
ま
せ
ん
。

○
禁
煙
す
る
理
由
を
確
認
し
、
よ

く
見
え
る
位
置
に
書
き
だ
し
て
お

く
…
禁
煙
を
成
功
さ
せ
る
た
め
に

は
、
意
欲
を
高
め
る
こ
と
が
大
切

で
す
。
禁
煙
に
く
じ
け
そ
う
に

な
っ
た
と
き
に
も
自
分
を
励
ま
す

勇
気
づ
け
と
し
て
役
立
ち
ま
す
。

○
気
楽
な
気
持
ち
で
禁
煙
を
お
こ

な
う
…
は
じ
め
か
ら
「
一
生
吸
わ

な
い
ぞ
」
と
力
む
と
か
え
っ
て
う

ま
く
禁
煙
が
で
き
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す
。
無
理
の
な
い
目
標
を
決

め
て
気
楽
な
気
持
ち
で
の
ぞ
み
ま

し
ょ
う
。

■
タ
バ
コ
と
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン

ド
ロ
ー
ム
の
関
係

　

喫
煙
は
血
管
を
収
縮
し
血
流
を

悪
く
す
る
た
め
、
血
圧
を
上
げ
た

り
心
拍
数
を
高
く
し
た
り
と
心
臓

に
負
担
を
か
け
る
作
用
や
、
血
栓

を
作
り
や
す
く
す
る
な
ど
血
管
に

負
担
を
か
け
る
作
用
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
た
め
、
動
脈
硬
化
を
進

行
さ
せ
、
相
乗
効
果
に
よ
っ
て
メ

タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
ま
で

悪
化
さ
せ
て
し
ま
い
ま
す
。ま
た
、

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の

人
が
喫
煙
を
す
る
と
動
脈
硬
化
の

リ
ス
ク
は
よ
り
高
く
な
り
ま
す
。
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行　事　名 月日（曜） 受付時間 場　所 内　容

乳幼児健診

２月　８日（水） 13：00 ～ 13：10  中央保健センター
 ２歳６か月児相談
 ( 全町 ) 平成 21 年 7 月生

２月２２日（水） 13：00 ～ 13：10  日置川拠点公民館

 ４か月児健診
 １０か月児健診
 ( 日置川地域 ) 平成 23 年 9・10 月生
　　　　　　　　　平成 23 年 3・4 月生

２月２３日（木） 12：00 ～ 12：10  中央保健センター
 １歳６か月児健診
 ( 白浜地域 ) 平成 22 年 7 月生

２月２４日（金） 12：00 ～ 12：10  中央保健センター
 １０か月児健診
 （白浜地域）平成 23 年 3 月生

２月２８日（火） 12：00 ～ 12：10  中央保健センター
 ４か月児健診
 （白浜地域）平成 23 年 10 月生

予防接種

２月　９日（木） 12：00 ～ 12：20  農業研修会館

 三種混合予防接種

２月１０日（金） 12：00 ～ 12：20  農業研修会館

２月１５日（水） 13：00 ～ 13：20  日置川拠点公民館

２月１６日（木） 12：00 ～ 12：20  農業研修会館

２月１７日（金） 12：30 ～ 12：50  中央保健センター  ＢＣＧ予防接種

栄養相談
２月　６日（月）
※次回３月５日

9：00 ～ 12：00  中央保健センター

 栄養士が、食生活に悩んでおられる方々
 の相談を行います。
 事前に予約が必要ですので、電話でお問
 い合わせください。

生きがい広場 毎週月曜日 13：00 ～ 15：00  美之浦保健センター
 血圧測定のほか、囲碁将棋など、お気軽
 にお越しください。

ストレッチ体操 毎週月曜日 13：30 ～ 15：00  美之浦保健センター

子育て支援室 ２月　１日（水） 10：30 ～ 12：00  日置保育園
 子育てに関する相談など、保健師が応じ
 ますのでお気軽にお越しください。

２
月
の
予
定
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〒 649-2511　白浜町日置 197-1
高齢者生活福祉センター「夢の里」内
TEL 0739-52-2111　FAX 0739-52-2666
E ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ　hikigawa@shirahama-syakyo.jp

社会福祉法人

白浜町社会福祉協議会社協だより

ふくしふくし
しらはましらはま

日置川支部

〒 649-2324　白浜町十九渕 274 番地の 1
TEL 0739-45-2711　FAX 0739-45-2777
E ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ　info@shirahama-syakyo.jp

　　　ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ　  http://www.shirahama-syakyo.jp/ 

やすらぎ支援員養成講座
参加
無料

学んでみたい！

経験を活かしたい！認知症学習会
　認知症高齢者を介護する家族を支援する『やすらぎ支援員』を募集しています。それにともない、やすらぎ支
援員養成講座を実施します。本研修と現場実習の修了者はやすらぎ支援員として登録し、有償で活動することが
できます。受講後の登録は自由です。
　また、支援員になるかはわからないけれど、認知症について詳しく知りたい、学習したいという方もご参加い
ただけます。関心をお持ちの方はお気軽にご応募ください。

認知症について

時　間 内　　容 講　　師

10:00  オリエンテーション
10:15  白浜町で認知症になったらどうなるの？  白浜町地域包括支援センター

11:00  認知症とはどのような病気か  中北クリニック
　 院長　中

なかきた

北 和
か ず お

夫 さん
12:00 昼　　　休　　　憩

13:00  認知症の人をいかに地域で支援するか  パル白浜
　 認知症ケア専門士　福

ふ く だ

田 節
せ つ こ

子 さん

14:00  認知症の人への接し方について
 南紀白浜福祉会
 特別養護老人ホーム　成樹園
 　生活指導員　土

ど い

井 真
ま ゆ み

由美 さん　

15:00  やすらぎ支援事業について  白浜町社会福祉協議会
　 地域福祉課　庄

しょうじ

司

【日　時】　２月１１日（土）　午前１０時から午後４時１５分

【場　所】　白浜町社会福祉協議会２階　（白浜町十九渕２７４番地の１）

【定　員】　４０人　（※定員になり次第応募を締め切ります。）

　　　　　　　※昼食は各自でご用意願います。
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日 程 内　　容 会　　場

2/6 司法書士 本部事務所

2/13 人　　権 本部事務所

2/20 弁 護 士 本部事務所

2/27 一　　般 本部事務所

3/5 司法書士 本部事務所

白 浜 支 部

日置川支部

※混雑する場合がございますので、事前にご予約
ください。お申込は、各支部事務所まで。

なお、1 人約 15 分程度の相談となります。

白浜支部　 ： ＴＥＬ　４５－２７１１
日置川支部 ： ＴＥＬ　５２－２１１１

日 程 内　　容 会　　場

2/3 弁 護 士 川添山村活性化支援センター

2/8 多重債務 高齢者生活福祉センター

2/15 人　　権 み　ま　い　荘

2/22 一　　般 川添山村活性化支援センター

3/2 弁 護 士 高齢者生活福祉センター

福 祉 相 談 所 設 置 日 程

【時間】13 時 30 分から 16 時
　　　　　　　　( 当日受付は 15 時まで )

◎多重債務相談も受け付けています。

※社協だよりは、共同募金配分金や社協会費等を活用して掲載しています。

　町内の各家庭で使われずにしまわれている日用
品などを各地区の福祉委員さんや町内会の班長さ
んに集めていただき販売しています。2 月からバ
ザー商品のご提供をお願いしています。
　

日　時：３月２５日（日）
　　　　午前９時～午後２時
場　所：白浜会館（阪田）
　　　　農業研修会館（栄）

～商品のご提供をよろしくお願いします～
◎ご協力いただきたい商品
　タオル、陶器類、衣類（古着可）、食料品、
　雑貨など
◎ご遠慮いただきたい商品
　使用済みのもの、合成洗剤（環境への配慮
　から本バザーでは販売できません。）

愛のバザー開催 !!

社会福祉協議会における災害時の相互支援協定締結

　このたび、和歌山県社会福祉協議会および和歌山県内
の市町村社会福祉協議会は、地震、風水害等の災害によ
る被害が発生した場合の相互支援協定を締結することと
なりました。
　この協定は、東日本大震災および台風１２号災害の際
に行われた支援体制を参考として、今後、大規模災害が
発生した際に、全国の都道府県社協や市町村社協が協力
しあえる体制を備えることを目的としています。
　本会としましても、その主旨に賛同し、これまで以上

の協力体制を確立し、これからの支援に結び付けてまい
りますので、皆さまのご協力、よろしくお願いします。

　　主な協定の内容
　　　①職員等の派遣
　　　　被災地支援ボランティアの皆さまに対する
　　　　コーディネートなど
　　　②必要な物品、資材および器材の貸与・提供
　　　③特に要請があった事項

　

 

寄
付
者
ご
芳
名

　
　

　
　

向　

平　
　
　

浦う
ら　

　
　

功
い
さ
お　

　

様

　
　

白
浜
ス
ト
レ
ッ
チ
会　
　
　
　
　

様

　
　

白
浜
町
職
員
労
働
組
合
青
年
部　

様

　
　

　
　
　
　
　
　
　
（
平
成
23
年
12
月
末
迄
分
）

※
書
き
損
じ
ハ
ガ
キ
・
古
切
手
・
清
拭
布
・

プ
ル
タ
ブ
な
ど
も
多
く
の
方
か
ら
い
た
だ
き

ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

  

和
歌
山
県
社
協
よ
り
義
援
金

　

去
る
11
月
、
和
歌
山
県
社
会
福
祉
協
議
会
よ

り
、
台
風
12
号
災
害
へ
の
お
見
舞
い
金
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
こ
の
た
び
の
台
風
12
号
に
よ
り
、

県
内
各
地
で
多
大
な
被
害
が
発
生
し
、
白
浜
町

に
お
い
て
も
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

　

県
内
に
お
け
る
復
旧
は
、
少
し
ず
つ
で
は
あ

り
ま
す
が
、

進
め
ら
れ
て

い
る
状
況
で

す
。

　

本
会
と
し

ま
し
て
も
、

変
わ
ら
ぬ
支

援
を
継
続
し

て
ま
い
り
ま

す
。
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椿  

婦  

人  

学  

級

♪ 

♪ 

♪　

生
演
奏
に
魅
了　

♪ 

♪ 
♪

中
央
公
民
館
だ
よ
り

 

～
白
浜
物
語
～　
【
エ
ッ
セ
ー
書
こ
う
会
】

 『
ま
が
坂
の
二
本
松
』（
場
所　

椿
地
区　

朝あ
さ

来ら

帰ぎ

）

　

朝
来
帰
と
見
草
の
間
に
あ
る
ま

が
坂
の
頂
上
の
道
わ
き
に
、
二
本

の
大
き
な
松
が
立
っ
て
い
た
。

　

こ
の
松
は
、
枝
が
三
方
に
分
か

れ
て
い
る
の
で
、
遠
く
か
ら
見
る

と
六
本
の
松
に
見
え
る
と
こ
ろ
か

ら
、
六
本
松
と
も
呼
ば
れ
て
い
た
。

　

こ
の
松
の
樹
齢
は
、
お
よ
そ

六
百
年
と
も
七
百
年
と
も
い
わ
れ

て
お
り
、
朝
来
帰
で
は
一
番
古
い

松
で
、
根
元
の
廻
り
は
六
メ
ー
ト

ル
以
上
も
あ
っ
た
。

　

昔
、
阿
波
の
国
か
ら
来
た
巡
礼

が
朝
来
帰
ま
で
来
た
と
こ
ろ
で
突

然
病
気
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
巡

礼
と
い
う
の
は
、
あ
ち
こ
ち
の
神

社
や
寺
院
な
ど
に
お
参
り
し
て
歩

く
人
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
巡
礼

は
、
長
い
道
の
り
を
歩
い
て
き
た

の
で
、
疲
れ
て
病
気
に
な
っ
た
の

で
あ
ろ
う
。
と
て
も
重
い
病
気
で

と
う
と
う
亡
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

　

息
を
引
き
取
る
間
際
に
、「
私
が

死
ん
だ
ら
あ
の
峠
に
埋
め
て
ほ
し

い
。
そ
し
て
、
私
の
生
ま
れ
故
郷

か
ら
で
も
見
え
る
よ
う
に
松
を
植

え
て
ほ
し
い
」
と
廻
り
の
人
に
頼

ん
で
亡
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

　

村
人
は
、
こ
の
巡
礼
を
哀
れ
に

思
い
、
巡
礼
の
言
う
と
お
り
、
峠

に
墓
を
つ
く
り
、
そ
の
墓
の
そ
ば

に
松
を
植
え
て
や
っ
た
。

　

そ
の
松
が
、
海
の
向
こ
う
の
阿

波
の
国
か
ら
で
も
見
え
る
ほ
ど
大

き
く
な
り
、
村
人
は
こ
の
松
を
自

慢
し
て
と
て
も
大
切
に
し
て
い
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
東
側
の
松
は
落
雷

の
た
め
枯
れ
て
し
ま
い
、
も
う
一

本
は
、
太
平
洋
戦
争
の
終
わ
り
ご

ろ
、
飛
行
機
の
燃
料
用
の
油
を
取

る
た
め
掘
り
起
こ
さ
れ
て
し
ま
っ

た
。　
　
　
　
　
　
　
　
（
Ｉ
・
Ｈ
）

中
央
公
民
館
婦
人
学
級
合
同
視
察
研
修

　

中
央
公
民
館
婦
人
学
級
（
さ
ざ

な
み
学
級
・
富
田
婦
人
学
級
・
椿

婦
人
学
級
）
は
、
12
月
２
日
に
合

同
視
察
研
修
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
海
南
市
の
中
野
Ｂ
Ｃ

株
式
会
社
（
酒
蔵
見
学
）
と
、
紀

の
川
市
の
青
洲
の
里
（
華は

な

岡お
か

青せ
い

洲し
ゅ
う

記
念
館
）を
視
察
研
修
し
ま
し
た
。

　

青
洲
の
里
で
は
、
青
洲
自
ら
が

創
設
し
た
診
療
所
で
門
下
生
に
医

術
を
教
え
る
医
学
校
の
様
子
が
人

形
や
音
声
を
使
っ
て
再
現
さ
れ
て

お
り
、
当
時
の
医
療
器
具
も
数
多

く
展
示
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

12
月
９
日
に
中
央
公
民
館
で
コ

ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

田
辺
市
出
身
で
大
阪
で
活
躍
さ

れ
て
い
る
ピ
ア
ニ
ス
ト
の
早わ

稲せ

田だ

奈な

美み

さ
ん
と
フ
ル
ー
ト
奏
者
の
松ま

つ

澤ざ
わ

由ゆ

美み

子こ

さ
ん
、
チ
ェ
ロ
奏
者
の

南み
な
み

口ぐ
ち

真ま

耶や

さ
ん
に
よ
る
演
奏
が
午

後
７
時
30
分
か
ら
約
１
時
間
30
分

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ク
ラ
シ
ッ
ク
だ
け
で
は
な
く
、

ポ
ッ
プ
ス
や
タ
ン
ゴ
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
ジ
ャ
ン
ル
の
曲
を
演
奏
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

参
加
さ
れ
た
方
々
は
ゆ
っ
た
り

と
し
た
時
間
を
過
ご
さ
れ
た
と
思

い
ま
す
。

白
浜
老
人
大
学
閉
講
式

　

今
年
も
、
お
正
月
用
に
寄
せ
植

え
を
作
り
ま
し
た
。

　

白
浜
地
域
の
老
人
ク
ラ
ブ
を
対

象
と
し
た
老
人
大
学
は
、
12
月
22

日
に
閉
講
式
を
行
い
ま
し
た
。

　

毎
月
22
日
を
定
例
日
と
し
て
高

齢
者
の
抱
え
る
問
題
等
を
テ
ー
マ

に
講
義
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

閉
講
式
に
は
55
人
が
参
加
さ

れ
、
今
年
度
は
皆
勤
賞
17
人
と
精

勤
賞
13
人
の
方
々
に
記
念
品
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。
来
年
度
も
ご
参
加

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

講
師
と
し
て
、
椿
保
育
園
長
の

丸ま
る

谷た
に

優ゆ
う

子こ

先
生
に
ご
指
導
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

学
級
生
た
ち
は
、
お
正
月
に
自

宅
に
飾
る
よ
う
に
頑
張
っ
て
作

り
、
全
員
が
と
て
も
素
敵
な
寄
せ

植
え
を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。
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日
置
川
拠
点
公
民
館
だ
よ
り

「
ク
リ
ー
ン
グ
リ
ー
ン
」
開
催　
日
置
・
安
宅
地
域

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

～
み
ん
な
で
海
岸
や
道
路
を
き
れ
い
に
～

　

青
少
年
育
成
町
民
会
議
日
置
地

区
協
議
会
で
は
、
12
月
11
日
に
日

置
小
学
校
、
安
宅
小
学
校
、
日
置

中
学
校
の
子
ど
も
た
ち
を
中
心

に
、清
掃
活
動「
ク
リ
ー
ン
グ
リ
ー

ン
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
年
は
約
３
０
０
人
の
参
加
が

あ
り
、
海
岸
や
川
沿
い
に
捨
て
ら

れ
て
い
る
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
や
空
き

缶
、
発
砲
ス
チ
ロ
ー
ル
な
ど
を
拾

い
集
め
ま
し
た
。
重
量
に
し
て

５
０
０
ｋ
ｇ
を
超
え
る
ゴ
ミ
を
回

収
し
た
後
は
、
ア
ル
ミ
缶
や
ス

チ
ー
ル
缶
、
空
き
ビ
ン
な
ど
を
細

か
く
仕
分
け
る
分
別
作
業
を
行
っ

て
終
了
し
ま
し
た
。

　

大
人
も
子
ど
も
も
、
ゴ
ミ
と
環

境
問
題
に
向
き
合
う
良
い
機
会
と

な
り
ま
し
た
。

さ
ざ
ん
か
と
パ
ン
ジ
ー
で

　
　
　
　
　

  

彩
り
豊
か
に

　

日
置
川
拠
点
公
民
館
で
は
、
正

面
玄
関
に
設
置
し
た
た
く
さ
ん
の

パ
ン
ジ
ー
が
来
館
者
の
目
を
楽
し

ま
せ
て
い
ま
す
。

　

パ
ン
ジ
ー
は
色
彩
が
豊
富
で
、

温
暖
な
こ
の
地
域
で
は
11
月
ご
ろ

に
開
花
し
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー

ク
辺
り
ま
で
は
楽
し
め
ま
す
。

　

ま
た
、
以
前
か
ら
玄
関
に
植
え

て
い
た
山さ

ざ
ん
か

茶
花
も
12
月
ご
ろ
か
ら

鮮
や
か
な
淡
紅
色
の
花
を
咲
か

せ
、
パ
ン
ジ
ー
と
美
の
競
演
を
し

て
い
ま
し
た
。

日
置
川
地
区
小
学
校  

マ
ラ
ソ
ン
大
会
開
催

　
　
　

完
走
目
指
し
て
力
走
!!

　

日
置
川
地
区
小
学
校
（
日
置
、

安
宅
、
安
居
、
市
鹿
野
）
主
催
に

よ
る
日
置
川
地
区
小
学
校
マ
ラ
ソ

ン
大
会
を
12
月
13
日
に
開
催
し
ま

し
た
。

　

当
日
は
穏
や
か
な
天
候
に
恵

ま
れ
て
絶
好
の
マ
ラ
ソ
ン
日
和

と
な
り
、
１
・
２
年
生
は
８
０
０

ｍ
、
３
・
４
年
生
は
１
，
５
０
０

ｍ
、
５
・
６
年
生
は
１
，
８
０
０

ｍ
で
そ
れ
ぞ
れ
タ
イ
ム
を
競
い
ま

し
た
。

　

自
分
が
走
る
時
に
は
持
て
る
力

を
発
揮
す
べ
く
真
剣
に
取
り
組

み
、
別
の
学
年
の
児
童
が
走
る
時

に
は
大
声
で
応
援
す
る
児
童
た
ち

の
姿
が
と
て
も
印
象
に
残
り
ま
し

た
。

日置川水系の今後の川づくりに向けた

アンケート調査のお願い

　和歌山県では、日置川水系の河川の整備すべき内容をまとめた「二級河川日置川水系河川整備計画」

の策定に向けて、日置川流域にお住まいの方々のご意見を反映するため、関係市町協力のもと、ア

ンケート調査を実施します。

　平成２４年２月に、流域にお住まいの２０歳以上の方の中から、無作為に抽出した１，０００人の

方にアンケートを配布させていただきます（郵送）ので、受け取られた方におかれましては、ご協

力いただきますようお願いします。

　アンケートの調査結果については、統計的に処理した結果を公表する場合がありますが、個人情

報は一切公開しません。

問県庁河川課河川企画班　☎０７３－４４１－３１３４

　西牟婁振興局建設部河港課　☎２６－７９２５
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♪ ♪ お正月あそび ♪ ♪

　１月４日～７日の４日間、「お正月あそび週間」を実

施しました。

　参加した子どもたちは、凧づくりをしたり、福笑いや

かるたとり、こままわしなど、昔ながらのお正月あそび

を楽しみました。

◆ ◆ 囲碁・将棋教室 ◆ ◆

毎週（土）午後１時３０分～
　児童館和室で開催し

ています。

　対局中の子どもたち

は真剣そのもの。とて

も熱心に、楽しみなが

ら練習しています。

　なかには、大人に交じって対局できるようになった子

も！！

　１月１４日（土）には、「新春ちびっこ囲碁・将棋大会」

を開催しました。普段の練習の成果を力だめしに、みん

な遊びにきてくれました。

☆教室は、いつからでも始められるので、気軽に遊びに

きてね。

　寒い日が続きます。

　外に出かけることが少なくなってきま

すが、お買い物のついでや保育園のお迎

えの途中に図書館に寄り道してみませんか。

　家にいても、本の世界では退屈することはありません。

　「あっ、そうなんだ」「こんなのおかしいや」など思い

がけない自分の考えや気持ちに気づかされるかも知れま

せん。

　同じ本を読んでも感じ方は人それぞれ、それがその人

の『心のひきだし』になっていきます。子どもも一緒です。

☆おはなし玉手箱
　本館・富田分室　毎週土曜日　午前１１時～
　２月４日・１８日・２５日
☆しらはま子どもの本の会例会
　２月１６日（木）　午前１０時～　本館
　テキスト　“入

いる

間
ま

人
ひと

間
ま

” のライトノベル
　＊テキストは本館においてあります。

じどうかん（児童館）

　　 へ行こう！

２月の行事

　お探しの本が見つからない場合、職員にお声

をおかけください。

　自館 (室 )にない場合は、他の図書館に問い

合わせをして借りて来られる場合もあります。

　ぜひ、どうぞ。

日置分室の蔵書点検

図書の整理のため、下記の日程で“蔵書点検”を行

います。蔵書点検期間中は休室になりますので開館

（室）している館（室）をご利用くださ

いますようよろしくお願いします。

２月１４日（火）～２月１８日（土）

ビニール等を使って

の凧づくり。

今年の干支など自由

に絵を描きました。

かるたとりやこまま

わしなど、昔ながら

の遊びで楽しみまし

た。
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し
ら
は
ま

　
　

俳
壇
コ
ー
ナ
ー

　

町
内
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
句
会
の

皆
さ
ま
の
俳
句
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
役
場
総
務
課
広
報
担

当
ま
で
。

『わがやのスター』募集中！

（詳しくは、役場総務課広報担当まで）

わがやのスター

【白浜町富田　在住】

 古
こ

守
もり

　央
おう

八
や

 くん　（平成１７年５月５日生）

 　　　由
ゆ

和
な

 ちゃん　（平成１９年７月３０日生）

　

（パパ・ママ メッセージ）

　　いつもニコニコ！元気なおうやとゆなが大好きです。

　　　　　　　　　　　　　　父　一
いつ

議
き

さん・母　裕
ゆう

子
こ

さん

安
居
俳
句
会

　

山さ
ざ
ん
か

茶
花
の
散
り
敷
く
庭
に
車
椅
子　
　
　
　

久ひ
さ

枝え

　

娘こ

等ら

去い

に
て
そ
っ
と
お
年
玉
開
け
て
み
る　

み
き
ゑ

　

復
興
の
池
に
戻
り
て
鴨
の
陣　
　
　
　
　
　

汐し
お

美み

市
鹿
野
若
草
会

　

年
の
瀬
や
今
日
も
届
き
し
欠
礼
状　
　
　
　

桂け
い

子こ

　

迎
え
る
も
見
送
る
も
庭
の
水
仙　
　
　
　
　

み
き
枝え

　

暮
れ
の
雪
猫
の
足
跡
花
模
様　
　
　
　
　
　

く
す

　

何
と
無
く
厄
落
ち
さ
う
な
初
詣　
　
　
　
　

貞さ
だ

美み

　

除
夜
の
鐘
聞
く
終
い
湯
に
浸
り
つ
つ　
　
　

昭あ
き

代よ

　

早
ば
や
と
予
定
に
埋
ま
る
初
暦　
　
　
　
　

み
ち
子

　

笹
鳴
に
耳
欹そ

ば
だて
る
杣
の
径　
　
　
　
　
　
　

サ
ダ
子

　

思
ひ
出
に
寝
つ
か
れ
ぬ
夜
の
も
が
り
笛　
　

京
き
ょ
う

子こ

　町の広報誌「広報しらはま」では、毎月、「わがやのスター」コー

ナーで町内のお子さんを紹介しています。

　おうちの方のメッセージとともに、かわいいお子さんを掲載し

ませんか？

　ぜひ、下記までご連絡ください。（対象：小学生までのお子さん）

問役場総務課まちづくり推進係　☎４３－６５９８
E-mail：somu@town.shirahama.wakayama.jp
☆「広報しらはま」のご意見・ご感想等についてもお寄せください。

わがやのスター

　  募集中 !

●写真を１点お貸しください。（広報誌発行後に返却します。画像データでも対応できます。）

●「広報しらはま」は全戸に配布します。（町ホームページにも掲載されるので、インターネットでもご覧になれます。）

●お申し込みはメールでも可能です。
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昭
和
35
年
４
月
か
ら
、

大
阪
府
警
察
官
と
し
て
41

年
の
永
き
に
わ
た
り
、
警

察
職
務
に
精
励
し
、
公
共

の
安
全
と
秩
序
の
維
持
に

尽
力
さ
れ
、
特
に
地
域
・

看
守
部
門
で
活
躍
さ
れ
ま

し
た
。

　

そ
の
功
績
と
永
年
の
功

労
か
ら
、
第
16
回
危
険
業

務
従
事
者
叙
勲
に
お
い
て

「
瑞
宝
双
光
章
」
を
受
章

さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
４
年
５
月
か
ら
平

成
23
年
６
月
ま
で
の
19
年

間
の
永
き
に
わ
た
り
、
内

ノ
川
区
長
と
し
て
、
地
域

の
発
展
と
住
民
自
治
の
伸

展
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
区
長
在
職
中
の

平
成
19
年
４
月
か
ら
平
成

23
年
６
月
の
退
任
ま
で
、

白
浜
町
自
治
連
絡
協
議
会

お
よ
び
富
田
区
長
会
の
役

員
を
務
め
ら
れ
、
組
織
の

運
営
に
も
多
大
な
貢
献
を

さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
７
年
12
月
か
ら
平

成
23
年
９
月
ま
で
の
15
年

間
の
永
き
に
わ
た
り
、
民

生
委
員
児
童
委
員
の
主
任

児
童
委
員
を
務
め
ら
れ
、

社
会
福
祉
の
向
上
に
尽
力

さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
昭
和
57
年
11
月
、

白
浜
町
消
防
団
に
入
団
以

来
、
平
成
23
年
９
月
ま
で

28
年
の
永
き
に
わ
た
り
、

火
災
等
、
幾
多
の
災
害
現

場
を
体
験
し
、
地
域
住
民

の
生
命
、
財
産
の
保
護
に

貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　

昭
和
40
年
８
月
、
家
業

で
あ
る
小
型
定
置
網
漁

業
を
始
め
ら
れ
、
日
置
漁

業
協
同
組
合
員
と
な
ら
れ

て
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で

同
組
合
理
事
、
同
組
合
代

表
理
事
組
合
長
を
歴
任
さ

れ
、
平
成
19
年
か
ら
は
、

和
歌
山
南
漁
業
協
同
組
合

副
組
合
長
と
し
て
活
躍
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

漁
協
の
運
営
に
永
き
に

わ
た
り
尽
力
さ
れ
、
漁
協

の
財
務
改
善
や
平
成
19
年

の
漁
協
合
併
に
も
貢
献
さ

れ
、
そ
の
功
績
と
永
年
の

功
労
か
ら
、
平
成
23
年
秋

の
叙
勲
に
お
い
て
「
旭
日

単
光
章
」
を
受
章
さ
れ
ま

し
た
。

髙た
か

垣が
き 
章
あ
き
ら

氏

岡お
か

本も
と 

平へ
い

三ぞ
う

氏

川か
わ

上か
み 

廣
ひ
ろ
し

氏

故
水み
ず

上か
み 

光み
つ

雄お

氏

（
74
歳
）

（
71
歳
）

（
71
歳
）

（
享
年
62
歳
）

【
市
鹿
野
地
区
】

【
内
ノ
川
地
区
】

【
日
置
地
区
】

【
湯
崎
地
区
】

　１月４日、町内のホテルで新春恒例の新年祝賀会が開催され、多くの方々が出席し、新年のはじめを祝いました。

　また、その席上、町の表彰規定に基づき、永年、町の発展等にご尽力いただいた４人の方が表彰されました。

　受賞された皆さまのますますのご健勝をお祈りします。

平成２４年白浜町表彰  ～４人が受賞されました～

自  

治  

功  

労

漁  

業  

功  

労

治
安
維
持
功
労

社
会
福
祉
功
労

★日　時　　２月１１日（土）　午後１時～３時
※駐車場が少ないため、乗り合わせてご来園をお願いします。

　とんだ幼児園は２月初旬の完成を予定し、２月１１日にめでたく竣工式を迎えることとなっています。

　つきましては、下記の日程で施設の見学会を開催しますので、多くの皆さまのご来園をお待ちしてい

ます。ぜひ、この機会にご覧ください。

とんだ幼児園見学会のご案内

問役場民生課幼児対策室　☎４３－６５９４


